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▶大気質（煙突排ガス）：施設供用後の煙突排出ガスによる大気質の長期予測（年平均値）
の結果は、最大着地濃度地点（事業実施区域南東側約４００mの位置に出現）において、全項
目で環境保全目標値以下となりました。 
ダイオキシン類の各予測地点における予測結果は下記のとおりです。 
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▶騒音・振動（工事用車両・施設関連車両）：騒音の予測結果は、B国道３６５号（浅井福
祉センター）の１地点において、現況調査結果が環境保全目標値を上回りましたが、環境にお
よぼす影響の程度は小さいと予測され、その他の地点は、いずれも環境保全目標値以下とな
りました。 
 

 

 

 

 

主な予測の結果 
 

 

 

※3：平日の国道 365 号（浅井福祉センター）については、現況騒音と比較して増加分は 0dB（1dB 未満）であることから、事
業により現況を著しく悪化させるものではない。
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※4：予測結果が最大となる時間帯の振動レベルの実測値。    ※5：「道路交通振動の要請限度」の第１種地域の値を適用。 
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注 1) 

 

 

 
 
 

注 2) 

 

 

 
 
 

※1：寄与濃度とは、施設からの影響による濃度の最大値。    ※2：バックグラウンド濃度とは、施設が稼働していない現時点の濃度。 

 

 

 

 

 

 

 

【ダイオキシン類の長期予測結果（焼却施設の影響:年平均値）】 

 

 

 

 

 

 

 


